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四 半 期 報 告 書 
 

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用

電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁を付して

出力・印刷したものであります。 

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四半期

レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書を末尾に

綴じ込んでおります。 
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年 2月１日 
 至 平成21年 4月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年 2月１日 
 至 平成22年 4月30日) 

売上高   

レジャー事業収入 15,243 15,559

流通事業収入 1,841 1,960

その他の事業収入 1,111 998

売上高合計 18,196 18,517

売上原価   

レジャー事業原価 11,641 11,770

流通事業原価 1,813 1,919

その他の事業原価 2,092 1,984

売上原価合計 15,547 15,674

売上総利益 2,649 2,843

一般管理費 ※1  1,607 ※1  1,547

営業利益 1,041 1,296

営業外収益   

受取利息 24 16

受取配当金 56 56

為替差益 189 107

負ののれん償却額 721 －

持分法による投資利益 275 50

その他 36 41

営業外収益合計 1,304 271

営業外費用   

支払利息 899 781

その他 243 208

営業外費用合計 1,142 989

経常利益 1,202 577

特別利益   

固定資産売却益 0 0

投資有価証券清算分配金 388 －

貸倒引当金戻入額 － 3

その他 6 0

特別利益合計 394 3

特別損失   

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 110 29

解体撤去費 179 18

投資有価証券評価損 4,571 －

登録免許税等 － 72

その他 4 5

特別損失合計 4,866 125

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,269 456

法人税、住民税及び事業税 70 173

法人税等調整額 △798 241

法人税等合計 △728 415

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,541 41

─ 31 ─





















  

平成21年 6月12日

株式会社 東京ドーム 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社東京ドームの平成21年2月1日から平成22年1月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平成

21年2月1日から平成21年4月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東京ドーム及び連結子会社の平成

21年4月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  落  合  孝  彰  印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  上  坂  善  章  印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  川  村     敦     印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 





  

平成22年 6月11日

株式会社 東京ドーム 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社東京ドームの平成22年2月1日から平成23年1月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成

22年2月1日から平成22年4月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年2月1日から平成22年4月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東京ドーム及び連結子会社の平成

22年4月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  上  坂  善  章  印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  川  村     敦     印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 





 
  

【表紙】 

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成22年 6月11日 

【会社名】 株式会社東京ドーム 

【英訳名】 TOKYO DOME CORPORATION 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  久 代 信 次 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません 

【本店の所在の場所】 東京都文京区後楽1丁目3番61号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

 

 



当社代表取締役社長久代信次は、当社の第101期第１四半期(自 平成22年2月1日 至 平成22年4月30日)

の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】


	0000000_1_0195046502206.pdf
	0000000_2_hyo4_0195046502206.pdf
	0000000_3_0195046502206.pdf
	0000000_4_0195046502206.pdf
	0000000_header_0195046502206.pdf
	0101010_0195046502206.pdf
	0102010_0195046502206.pdf
	0103010_0195046502206.pdf
	0104010_0195046502206.pdf
	0105000_0195046502206.pdf
	0105010_0195046502206.pdf
	0105020_0195046502206.pdf
	0105050_0195046502206.pdf
	0105100_0195046502206.pdf
	0105110_0195046502206.pdf
	0201010_0195046502206.pdf
	7010000_kansa_0195046502206.pdf
	7020000_kansa_0195046502206.pdf
	8000000_header_0195046502206.pdf
	8101010_0195046502206.pdf

